
都道府県名　　　山　形　県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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産地生産基盤パワーアップ事業

 都道府県事業計画書（収益性向上対策）

都道府県 事業実施状況報告書兼評価報告書（収益性向上対策）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

生産量、出荷量、

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

生産量、出荷量

又は処理量 又は処理量 又は処理量

年
度

面積 面積 生産量、出荷量、 年
度

面積

山形市農
業振興協

議会
1 旧市

施設野菜
（セル
リー）

5.3

①経営規模の拡大に伴い高性能農業機械を導入
し、作業効率を高め、労働費を削減する。
②生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法や作業方法等を見直し、物財費を削減する。
③農地中間管理機構を活用して経営規模を拡大す
る。
④直播栽培面積の拡大や疎植栽培面積の拡大、緑
肥還元技術に取組み、コスト削減方法を確立す
る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.3％削

減】

119,726円
/10a

93 446
107,387円

/10a
115.9 626

93,591円
/10a

山形市農
業振興協

議会
5 山形市 水稲

生産コスト
の10％以上

の削減
【12.9％削

減】

400
1,159,186円

/10a
8.68 332

全受益農家の年間経
営収支実績報告よ
り、10a当たりのコ
ストを算出する。

103.3%

病虫害被害を防止するた
め、土壌消毒を行い、栽培
環境を整えられた。共同育
苗ハウスを整備したこと
で、苗の安定供給が実現さ
れ、生産コストを削減で
き、目標を達成することが
できた。今後は、病虫害対
策を徹底し、より高品質な
セルリーの栽培を図ること
及び、栽培者向けの研修会
や視察を定期的に行い、栽
培技術の育成に力を入れる
よう指導していく。

204
1,164,916円

/10a 8.75

28年度においては、個々の農家が行っている育苗
作業の労働時間を削減するため、共同育苗施設を
整備する。
また、種子の消毒等、苗の集落的管理を行うこと
で病害虫被害を大幅に軽減し、より高品質な栽培
を図る。
29年度においては、栽培ハウス及び機械等を集中
的に整備し、団地化を推進することにより、新規
就農者の受け入れを拡大する。

事業効果が現れ、コスト削減
目標を達成することができて
いる。
高品質な作物栽培に向け、病
害虫対策や栽培技術の向上に
向けた取り組みにより力を入
れていく方針を確実に実行す
るよう指導した。

山形市農
業振興協

議会
3

山形市
旧市
明治

施設花き
（ﾊﾞﾗ、
ｱｼﾞｻｲ、
鉢物、
ｽﾄｯｸ、ﾄﾙ
ｺｷﾞｷｮｳ、
ﾊﾎﾞﾀﾝ）

トラクターや育苗用土詰機並びに、花き栽培施設
の被覆資材やヒートポンプの導入のほか、栽培技
術の向上に向けた各種研修会や視察の実施

生産コスト
の10％以上

の削減
【12.6％削

減】

3,272千円
/10ａ

栽培技術向上に向けて、肥
培管理の研修会を実施し
た。また、労働時間や光熱
費の削減により、低コスト
高品質花き生産が確立し、
目標を達成することができ
た。今後は更なる生産コス
トの削減に努め、栽培技術
の向上のため、研修会や視
察を定期的に行うよう指導
していく。

事業により導入した資材及び
機械を活用し、生産コストの
削減目標を達成することがで
きた。主に光熱費や省力化に
伴う人件費の削減において効
果が現れている。
今後も現在の取組みを継続す
るとともに、コストを抑えた
中での栽培技術の向上に向け
た技術習得に励むよう指導し
た。

9.17 -
2,861千円

/10a
9.32 -

2,755千円
/10a

9.35 -

年間経営収支実績報
告より、10a当たり
のコストを算出す
る。

125.8%

1,337,447円
/10ａ

128.8 727.7

生産コストについて
は、営農計画書・出
荷伝票や収支決算
書、作業日誌及び税
務申告書等の資料に
より確認・検証す
る。

211.8%

　コスト削減は、農薬や生産資
材などの調達方法を見なおし、
計画以上の成果を得られた。
　疎植栽培や高密度播種技術の
導入、直播栽培など、規模拡大
に伴い育苗を節減する技術につ
いては取組の成果を得ることが
出来た。しかし、緑肥還元につ
いては圃場を休ませることが出
来ず十分な効果を得られず、導
入できない技術であった。
　土壌改良について、有機物の
投入等土壌分析と合わせて取り
組んだので成果を還元していき
たい。
　作付面積の拡大は、農地中間
管理機構を活用し計画以上の実
績となった。
　本事業の実施にあたって山形
農協の営農指導員の協力を得て
取組んだ。事業をとおして得ら
れた結果は、今後の営農指導で
地域の農家に波及していくこと
が期待される。
　本事業に取り組んだ事業主体
の皆さんは、地域の農地の受け
皿として今後も集積を進め、経
営が安定するよう生産コストの
削減も進めていく必要がある。
併せて、地域の先進的経営体と
して様々な技術を取り入れ、地
域に還元し、地域を牽引してい
くことが期待される。。

事業効果が現れ、コスト削減
目標を達成することができて
いる。
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70,153円
/10a

河北町農
業再生協

議会

中山町農
業再生協

議会
2

長崎地区
及び豊田

地区
大豆

①既存機械では能力が足りず、効率的な作業がで
きなかったため、高性能なコンバイン及びトラク
ターの導入により機能強化を図り、作業効率を高
め、労働時間を削減する。
②高性能なコンバイン及びトラクターの導入によ
り適期作業を実施し、品質向上及び生産量の確保
を図る。
③肥料や農薬を安価なものに切替え、物財費を削
減する。

生産コスト
の10％以上

の削減
【11.2％削

減】

3

河北町
（西里地
区、北谷
地地区）

水稲

①高性能農業機械の導入により作業効率を高め、
労働費を削減する。
②作業効率の向上に伴い、規模拡大を行う。
③生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法を見直し、物財費を削減する。
④圃場管理システム等の導入研究し作業効率の向
上を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

101,857円
/10a

92,922円
/10a

8.24 46,968

機械導入で作業効率が向上し
た一方、天候不良や雑草害で
追加の防除や手作業が増えた
結果、生産コストがかさみ成
果目標を達成できなかった。
今後は、適期作業、適期防除
を徹底して薬剤費や人件費の
削減をするよう指導を行っ
た。

81 152,430
62,324円

/10a
82 160,000

80,659円
/10a

70.2 505,890
87,500円

/10a

面積及び生産量が目標達成
できていないが、生産コス
トは目標を達成出来てい
る。今後も水稲の生産に注
力してもらいたい。

成果目標については達成でき
たものの、作付面積・生産量
の増加目標の達成には至らな
かったが、概ね９割で目標を
達成できているため、地域協
議会に対し、引き続き作付面
積の拡大、生産量の増加に向
け、計画的に取り組むよう指
導を行った。

140.3%442,260
91,621円

/10a
82

82
出荷量
150,810

営農計画書・出荷伝
票や収支決算書、作
業日誌及び税務申告
書等の資料により生
産コストの確認・検
証を行う。

-134.2%

前年度は生産コストの改善を
図られたが、R1に突如発生し
た播種機の故障による機械更
新や県営土地改良事業の実施
により作付面積が減少（転
作：自己保全管理）したた
め、農業機械の10a当たり減
価償却費が増えて達成率の大
幅減少につながったほか、カ
メムシ被害が懸念される状況
から防除回数を増やしたとこ
ろ農薬費が例年よりも増加し
たため、生産コストの削減が
目標を大きく下回った。
R1に転作面積の通年施工で
あった284.0aの水田は、R2に
作付面積216.8a、転作面積
67.2a（飼料用米27.9a、そば
37.7a、一般野菜1.6a）とな
り通常作付となる。また、肥
料及び農薬の購入の際は、販
売業者の見積比較を実施し、
より安価な方から購入してい
ること、散布方法について
は、発生予察による効果的な
防除を実施することで費用の
削減に努めていることなどを
評価するとともに、目標達成
に向けて指導していく。

前年度は生産コストの改善が図ら
れたものの、令和元年度において
播種機の故障による機械更新や県
営土地改良事業の実施により作付
面積の減少（転作：自己保全管理
が増加）の影響もあり、農業機械
の10a当たりの減価償却却費が増
えたことに加え、カメムシ被害防
止に対応した防除回数の増加で農
薬費が増えて目標達成に至らな
かった。
しかし、土地改良事業の終了に伴
い令和２年度の水稲面積は2.16ha
増えて11.84haとなり目標面積
（11.27ha)に達する見込みであ
る。単位面積当たりの作業効率の
向上が見込まれ、労働時間の削減
が期待できることや、使用する肥
料・農薬の購入方法について、販
売業者の見積比較を適宜適切に実
施し、より安価な肥料・農薬を購
入すること、散布方法について
は、発生予察による効果的な防除
を徹底実施すること等の改善を図
りながら、更なる物財費の削減に
引き続き取り組むよう、地域協議
会に対し指導を行った。

72.5 457,475

83,574円
/10a

11.37 64,809
154,444円

/10a
9.68 55,176

作業日誌及び税務申
告書等の資料により
生産コストの確認・
検証を行う。

-658.1%
大石田町
農業再生
協議会

3
大石田町

大浦
水稲

①規模拡大にあたりリース方式で高性能機械を導
入し、作業効率の向上を図って単位面積当たり労
働時間を削減する。
②肥料、農薬等の物財費を削減して生産コストを
削減する。
③中間管理機構を活用した農地集積と規模拡大を
行う。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

①規模拡大にあたりリース方式で高性能機械を導
入するとともにプール育苗技術を実施して作業効
率を向上する。これらによって単位面積当たり労
働時間のを削減する。
②肥料、農薬等の物財費を削減して生産コストを
削減する。
③中間管理機構を活用した農地集積と規模拡大を
行う。

上山市農
業再生協

議会
2

上山市
仙石地区

水稲

生産コストの削減について
は、高性能機械導入による
作業効率化や肥料費等の経
費削減努力より目標を達成
できた。面積については、
周辺農地活用に関する他農
業者との調整の関係で微増
に留まり、目標面積に至ら
なかった。生産量について
は、面積が微増に留まった
ことや作付銘柄の変更等に
より、目標生産量に至らな
かった。今後、復田や中間
管理機構の活用により面積
を増加させながら、高性能
機械による作業効率化や経
費削減努力をさらに強化
し、生産量の増加につなげ
ていく必要がある。

成果目標は達成できたが、作
付面積・生産量の増加目標の
達成率は、概ね８割程度にと
どまったため、地域協議会に
対し、中間管理機構を活用し
た農地集積と規模拡大に努
め、作付面積の拡大と生産量
の増加、併せて作業効率の向
上を図りながら、引き続き計
画的に取り組むよう指導を
行った。

86,079円
/10a

5.3 30,870
確定申告書、作業日
誌等の関係資料によ
り検証

217.2%

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

110,276円
/10a

5.1 27,907
99,138円

/10a
6.7 36,662

営農計画書・出荷伝
票や収支決算書、作
業日誌及び税務申告
書等の資料により生
産コストの確認検証
を行う。

連作障害への対応と天候の影
響による雑草対策のため、人
件費及び除草剤代と肥料代が
かかりコスト削減に至らな
かった。
また機械の故障等によりシル
バー人材への除草の依頼や機
械を他組合から賃借するなど
の経費がかかった。
今後は適期に防除することや
計画的に機械を更新してい
き、作業効率の向上と人件費
の削減を図るなど目標達成に
向けて努力を続けていく。
また連作障害対策として、リ
ン酸やケイ酸が含まれる土壌
改良剤を投入し、土壌のｐＨ
値の矯正を図っていく。
組合員にも情報を共有し常に
コスト削減を意識し、適期作
業、適期防除を行うよう指導
した。
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米沢市
広幡・南
原・塩井

地区

水稲

①高性能機械導入による作業効率向上
②直播栽培の拡大や導入による生産コスト削減
③中間管理機構を活用した農地集積による作業効
率向上
④肥料、農薬等を安価なものに切替え、物財費削
減

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.6％削

減】

146,918円
/10a

55.2 311,994
131,296円

/10a

農地を効率的に集約して目標
を達成している。今後更なる
面積拡大、コスト低減にも期
待したい。

本事業での乾燥機の導入によ
り生産コストの削減が図られ
ており、取組主体の面積も着
実に規模拡大しているが、全
体の面積は減少している。地
域協議会では今後の面積拡大
に向けた取組、経費の削減に
ついて継続的に指導いただ
く。

3.8 -
97,006円

/10a
5.1

306,951円
/10a

-

①高性能汎用コンバインの導入による生産規模の
拡大
②高性能汎用コンバインの導入による刈取作業の
効率化
③高性能汎用コンバインの導入による適期刈取
（品質向上）
④農地中間管理事業を活用した農地集積による作
業の効率化

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

29,255円
/10a

82.3 49,230
26,305円

/10a
83.8 50,106

24,852円
/10a

92.6 80,955

農業薬剤費などのコストを削
減することで削減できている
部分もあるが、機械の更新費
や修理代などの想定していな
かったコストが増えたため目
標達成には至らなかった。地
域協議会に対し現状の経営を
確認し今後削減できる部分を
中心にコストの削減に取り組
むように指導した。

362,300
148,898円

/10a
65.3 370,476

青色申告決算書、作
業日誌等の数値から
算出

-12.7%

5.3 - 5.45 16,1976.5 -

・ラジコン動噴導入による作業効率の向上と高品
質生産の取組
・色選機導入による労力・人件費削減を図る取組
・転作田を有効活用した作付面積の拡大、高品
質・省力栽培技術の普及

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.6％削

減】

343,347円
/10a

　機械導入による効果は見ら
れるものの、作付面積が目標
値を下回っており、成果目標
は未達となった。
　地域協議会に対して、面積
拡大や作業時間の短縮等によ
り、単位面積あたりのコスト
削減を進め、引き続き成果目
標の達成に向けて取り組むよ
う指導した。

①高効率乾燥機の導入による受託面積の拡大
②高効率乾燥機の導入による乾燥調整作業の効率
化
③直播栽培技術の実施による作業の効率化
④農地中間管理事業を活用した農地集積による作
業の効率化

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.0％削

減】

107,808円
/10a

大蔵村農
業再生協

議会
3 大蔵村 そば

米沢地域
農業再生
協議会

米沢地域
農業再生
協議会

2
米沢市
窪田・

六郷地区

露地野菜
（えだま
め）

大蔵村農
業再生協

議会
4

大蔵村
合海

飼料用米

水稲の作付面積は計画どおり
拡大できたが、「つや姫」
「雪若丸」の作付増加によ
り、直播栽培の拡大が進まな
かった。今後もブランド米の
作付は増加し、直播の発芽率
が低い実態から収量確保のた
め拡大が難しい現状ではある
が、育苗コストに鑑み、栽培
方法の見直しを図る。
高性能機械を導入したことで
作業効率は向上しているが、
光熱動力費などの数値として
は現れていない。農業薬剤費
等の物財費を抑えることでコ
ストを削減できている部分も
あるが、老朽化した機械の更
新や修理代などの費用によ
り、全体的なコストとしては
現状値を上回っている。
農機具費等の機械のコスト
は、老朽化により今後も当初
の想定よりかかると思われる
が、営農計画提出時に申告書
と併せて現状の経営を確認す
ることで、コスト低減できる
部分を共有し、機械の共同利
用や施肥方法の見直しなどを
含めたコスト低減に継続して
取り組み、翌年には目標達成
できるよう指導した。

青色申告決算書等の
数値から算出

-57.5%

ラジコン動噴導入により、
作業効率は向上し、色選機
導入により選別作業時間の
削減等でコスト削減できて
いる部分もあるが、作付面
積減少に伴い、全体的なコ
ストとしては現状値を上
回っている。
成果目標を取組主体と改め
て確認し、転作田の活用に
ついて優先的にえだまめの
作付をする計画を立て、今
後の作付面積を拡大し、コ
スト削減に取り組むよう指
導する。

364,265円
/10a

4.2 -

農業者の生産コスト
合計値を経営面積で
除した10a当たりの
生産コストを算出。
実施年から目標年ま
での期間において、
農業者の青色申告決
算書及び営農計画
書、作業日誌により
生産コスト削減を検
証する。

167.2%
89,748円

/10a

乾燥機の導入により生産コ
ストの削減が図られてお
り、取組主体の面積も着実
に規模拡大しているが、共
同取組者の面積が都合によ
り減少しており、全体の面
積としては減少している状
況にある。来年度において
は、確実に面積拡大を図
り、コスト削減に努めてい
ただきたい。

農事組合法人の生産
コスト合計値を経営
面積で除した10a当
たりの生産コストを
算出。
実施年から目標年ま
での期間において、
農事組合法人の決算
書及び営農計画書、
作業日誌により生産
コスト削減を検証す
る。

149.3%

農地中間管理事業を活用し
ながら地域内の集積を行
い、目標数値より遥かに大
きい面積拡大が図られてい
る。今後も規模拡大を図
り、コスト削減に努めてい
ただきたい。
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川西町農
業再生協

議会
4

小松
大塚
犬川
吉島

水稲

①大型高性能機械のリース導入により作業の効率
化を図って労働費を削減する。
②土地利用集積を図って作業効率を向上し、労働
時間を削減する。
③肥料や農薬等を安価なものに切替え、物財費を
削減する。
④低コスト栽培技術における先進的技術（密苗栽
培、鉄コーティング直播等）に取組み、コスト削
減方法を確立する。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.2％削

減】

28.9

白鷹町農
業再生協

議会
4

白鷹町蚕
桑・鮎

貝・東根
地区

①高性能機械の導入により作業効率の向上を図
り、単位面積当たりの労働時間を削減する。
②作業受託及び中間管理機構を活用した作付圃場
の連担化と規模拡大を行う。
③施肥量の見直しと共同購入による安価な肥料･農
薬の購入を行い物財費の見直しを行う。

大豆

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.4％削

減】

72,298円
/10a

35 41,680

飯豊町農
業振興協

議会
2 椿地区 水稲

①高性能農業機械の導入に伴う作業の効率化によ
る労働時間の削減
②肥料、農薬等の見直しによる物財費の削減
③受託面積の拡大による規模拡大

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

そば

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.3％削

減】

44,399円
/10a

105,283円
/10a

25

27.9 156,000
94,697円

/10a

124,380円
/10a

128.7 791,505

11,835

177,446

成果目標である「生産コスト
の削減」については148．7%と
図られているものの、面積及
び生産量が目標に達していな
い。取組主体の中にはマイナ
ス評価や達成率が低いケース
があるため、特に達成率が低
い主体中心に引き続き目標を
達成するように指導した。

大豆・そばともに目標を達
成した。今後もコスト削減
の意識を持ちながら取り組
んでいただきたい。

大豆・そばともに成果目標で
ある「生産コストの削減」を
達成している。また、大豆・
そばともに生産量が増加して
おり評価できる。今後は面積
拡大に関しても取組が進むこ
とに期待したい。

12,000

63,101円
/10a

60,000
64,772円

/10a

105,527円
/10a

191

33,287円
/10a

22.2 16,763 243.9%
39,843円

/10a

40.8

27.7

111,698円
/10a

196.3 1,209,208

40.4 66,350

1,878,627

税務申告における収
支内訳書及び作業日
誌等の関係資料によ
る。

99.2%

　コスト削減の成果目標が
ほぼ達成できており評価で
きる。取組主体の評価のと
おり、高性能機械の導入に
より作業効率が向上し、労
働時間や燃料費を削減する
ことにつながっている。
　令和元年度の突発的な修
繕がなければ、成果目標を
十分に達成していたと思わ
れる。

生産コストの削減が図られ、
ほぼ目標を達成できた。

1,437,07
2

84,632円
/10a

240
1,497,60

0
84,705円／

10a
259.2

17,054

税務申告における収
支内訳書及び作業日
誌等の関係資料によ
る。

131.9%

高性能機械のリース導入に
よる効率化等の取組によ
り、生産コストの削減が図
られた。

生産コストの削減が図られ、
目標を達成した。

13,905
41,581円／

10a
33.54 16,043

40,090円
/10a

31.24

97,289円
/10a

酒田市農
業再生協

議会
9 砂越 水稲

①規模拡大に伴う高性能機械の導入による作業効
率の向上で、労働時間及び燃料費を削減する。
②農地中間管理機構を通した、農地集積により、
作業効率を向上して労働時間及び物財費を削減す
る。
③安価な肥料への切り替え、また、大型規格の農
薬（一括購入等）の導入により物財費を削減す
る。
④省力技術の直播栽培を拡大することで、育苗や
移植作業に係る労働時間及び物財費を削減すると
ともに生産性向上を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

鶴岡市農
業振興協

議会
9

鶴岡市
宝谷

そば

・規模拡大に伴い高性能コンバインをリース導入
し、作業効率を高めて10a当たり労働時間、物財費
を削減する
・農地の集約化（中間管理機構の活用）により、
作業効率を高めて10a当たり労働時間、物財費を削
減する
・肥料を安価なものに切り替え、物財費を削減す
る
・排水対策を徹底し、収量の高位安定を図る

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

46,257円／
10a

29.07

26.58 163,363
法人の収支決算書及
び作業日誌等による
検証

140.1%

　成果目標については、年
次計画を上回るコスト削減
ができており評価できる。
　作付面積については、農
地中間管理機構を通した利
用権設定により拡大を図る
計画であったが、地域内の
離農者増加が進まず、伸び
悩んでいる。面積拡大を進
めていくためには、地域外
にも目を向け、条件が合え
ば受け入れを行っていく必
要がある。

116,247円
/10a

26.38
生産コストの削減が図られ、
目標を達成した。

薬剤や諸材料費を削減するこ
とができたが、成果目標であ
る「生産コストの削減」の目
標達成には至らなかった。現
在の経営状況を見直し、より
安価な肥料への見直しにより
肥料費の削減や種苗費を抑
え、また、作業効率化により
光熱動力費の削減など、コス
ト削減できる部分を中心にこ
れからもコスト削減の強化を
行っていくように指導した。

28 173,040
実施主体の作業日
誌、申告書類等によ
り検証する。

1,180,93
8

税務申告における、
計算書及び作業日誌
等の関係資料によ
る。

148.7%

産地全体では、目標達成に
向けた取組みが概ね順調で
あることから、当初目標に
対する達成率は100％以上
となっている。
しかし、取組主体の中には
マイナス評価や達成率が
80％を下回っているケース
が見られるので、取組主体
ごとの問題点を分析し、関
係機関と連携しながら支援
を行う。

122.2%

個人経営内容調査と
組織会計（作業会

計）、作業日誌等に
て確認する。

75.5%

資材の高騰があるなかで、
肥料や農薬費等を一括購入
するなど工夫して変動費コ
ストは縮減したが、農繁期
にケガ（右上腕骨折）をし
たことが重なり雇用費が計
画より40万程度嵩んでしま
い75.5％の達成率に留まっ
た。今後も引き続き機械化
体系の省力化による効率的
な作業体系の確立により更
なるコスト削減が可能であ
る。

酒田市農
業再生協

議会
10 本楯 水稲

①規模拡大に伴う高性能機械の導入による作業効
率の向上で、労働時間及び燃料費を削減する。
②農地中間管理機構を通した、農地集積により、
作業効率を向上して労働時間及び物財費を削減す
る。
③堆肥の利用拡大、安価な肥料への切り替え、ま
た、大型規格の農薬（一括購入等）の導入により
物財費を削減する。
④省力技術の直播栽培（V溝乾田直播）を拡大する
ことで、育苗や移植作業に係る労働時間及び物財
費を削減するとともに生産性向上を図る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.1％削

減】

94,184円
/10a

230.3

99,749円
/10ａ

164,611
104,467円

/10a
31 193,440



（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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雨よけ施設導入により品
質の向上につながり単価
アップにつながってい
る。
栽培管理研修会を7月、11
月に開催し生産技術の向
上を図っている。
防除体系の見直しでは適
期防除を行い品質向上に
つなげている。
上記3点を実施したことに
より、目標を達成するこ
とができた。

事業により設備を導入
したことで品質が向上
したことによる単価の
アップにつながり、販
売額目標を達成するこ
とができた。
また、栽培技術向上に
向けた研修会や防除に
係る取組みも品質向上
につながっていると考
えられるため、今後も
継続しt取組みを実施す
るよう指導した。

18.4 50,808 656

ぶどう
35,599

ぶどう
676

補正係数 備考地域協議会等の評価 都道府県の評価
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

1,253,1
60円
/10a

確定申告書及び販
売精算書等の関係
資料により検証

272.8%

施設や機械の導入や、栽
培技術向上に向けた研修
会を定期的に実施したこ
とにより、目標を達成す
ることができた。しか
し、さくらんぼの秀品率
が低く、販売額が伸びな
い研究会員がいた。その
ため、今後は品質向上の
ため、整枝・剪定方法の
改善や害虫対策を徹底す
るなど、栽培管理を徹底
するよう指導し、単価上
昇を目指す。

雨よけ施設、高機能被
覆資材、棚、選果機等
の導入の事業効果が表
われたことや、研修会
を開催して栽培技術を
向上したことにより、
収量の増加又は高品質
化による単価の向上を
図ることができた。
組織として販売金額向
上に取組み、目標を達
成できたと評価する。

本事業により適切な農作
業を行ったことで販売額
を増加させることができ
た。目標を達成すること
ができた。今後は、圃場
の団地化や出荷時期を分
散できる品種構成、連作
障害への対策について必
要な支援の設定を検討し
ていきたい。

本事業で導入した機械
により、規模拡大が可
能となり、産地が拡大
した。また、効率化に
より適期管理を実施
し、販売金額を増加さ
せ、目標を達成するこ
とができた。
産地全体として取り組
み、事業効果が表われ
たと評価する。

102.6%

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト
事業実施
前年度出荷量 出荷量 出荷量

 価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積生産コスト 年
度

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

 価格(販売単価)

目標年度

生産量又は 生産量又は

108,451 1,279

さくら
んぼ：
1,889
ぶど

う：837
西洋な
し：320

さくら
んぼ：
1,679
ぶど
う：
1,093
西洋な
し：325

さくら
んぼ：
1.125
ぶど
う：
0.766
西洋な
し：
0.985

11.76
果樹

96,404
果樹
1,301

3.5

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

面積

河北町農
業再生協

議会
4 河北町

山形市農
業振興協

議会
2

山形市
大郷
明治
東金井
南金井
山寺
本沢
出羽

果樹
（さくら
んぼ、ぶ
どう、西
洋なし）

さくらんぼの雨よけ施設や加温ハウスの高機能性被
覆資材、ぶどうの雨除け施設、西洋なし棚の整備並
びに、暖房機や選果機を導入するほか、栽培技術向
上に向けた各種研修会や視察等の実施

販売額の
10％以上の

増加
【11.2％増

加】

958,868円
/10ａ

11.66
1,160,259円

/10a
11.96

えだまめ
662

161,000円
/10a

果樹
263

462,000,000
円

18.1
えだまめ
42,162

えだまめ
692

果樹
276

えだまめ
600

果樹
85,019

果樹
1,314

1,066,743円
/10a

800 892 0.897
162,484
円/10a

確定申告書の農業
者所得用収支内訳
書、共済細目書、
JAなど販売店精算
書、支払証明書等

により検証

109.9%

1,081 0.966
664千円
/10a

確定申告書及び販
売精算書の関係書

類で検証
240.7%

806 892

露地野菜
（えだま
め）

ブームスプレヤー等の導入による肥培管理で、高品
質化を図り、枝豆収穫機、選別機、袋詰機械等の導
入で最短での出荷と集出荷施設の導入で鮮度保持に
よる販売単価の増収を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【10.3％増

加】

146,000円
/10a

18.1
えだまめ
40,042

534千円/10a 3.5
ぶどう
34,568

朝日町地
域農業再
生協議会

2 柏原 3.5
ぶどう
38,024

ぶどう
540

688千円/10a588千円/10a
ぶどう
540

大江町地
域農業再
生協議会

1 本郷
露地野菜
（えだま
め）

中耕・施肥・培土・播種作業の効率化及び作物の収
量・品質を向上させるため、ミッドマウント管理作
業車等をリース導入する。
生協等と販売契約を結び、高品質の枝豆を納品する
ことで、販売額の向上を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【17.4％増

加】

224,000円
/10ａ

4.38
えだまめ
18,294

1,044

JA精算書による販
売額の検証

共済細目書による
面積の確認

263,000円
/10ａ

4.9
えだまめ
17,885

えだまめ
719

281,000円
/10a

4.959 17,869 740

果樹（ぶ
どう）

雨よけ施設の整備栽培研修会の開催
防除体制の見直しによる適期防除

販売額の
10％以上の

増加
【10.1％増

加】

0.904
（市場
出荷
分）

264,000
円/10a

寒河江市
農業再生
協議会

2

寒河江市
寒河江、
南部、柴
橋、河北
町西里

施設花き
（バラ）

栽培施設の機能向上によるバラの生産量の増加、
光合成促進機（炭酸ガス発生機）による高品質なバ
ラの生産

販売額の
10％以上の

増加
【10.0％増

加】

7,655,618円
/10a

3.73
バラ
4,030

-112.1%

50.87
果樹

1,674,92
1

バラ栽培施設機能向上に
向けて導入した資材及び
機械については、品質向
上に一定の効果はあった
ものの、海外産との競争
による需要低下による市
場の取扱数量の減少及び
産地の最盛期である夏場
の販売単価の下落の影響
を受け、生産を抑えたこ
とから目標とした販売額
を大きく下回った。
現在の出荷市場のみで
は、販売量に限界がある
ことから、至急新たな出
荷先を確保するととも
に、インターネットを通
じた販売量の増加に向け
た取組を指導した。

事業で導入した資材及
び機械は栽培するバラ
の品質向上に）効果が
あったと評価する。
一方で、海外産との競
合や市場での取扱量の
減少により販売額・生
産量ともに目標を大き
く下回る結果となって
いる。
広く需要を開拓するこ
とで販売額を向上して
いく必要があるため、
生産管理を徹底するこ
とに加え、新たな販路
の開拓に取り組むこと
で目標達成に努めるよ
う指導した。

バラ
70.8

8,421,212円
/10a

3.73
バラ
4,242

バラ
74.0

6,559,185円
/10a

3.73
バラ
3,508

バラ
69.7

84 81 1.037
6,797,70
5円/10a

確定申告書（農業
所得用収支内訳
書）または決算報

告書等で検証

344,080,719
円

50.9
東根市農
業再生協

議会
2

東部、高
崎

果樹（り
んご、西
洋なし）

・光センサーを導入することで迅速で精密な測定を
行い、高品質な作物を高値時期に出荷し、販売単価
の向上と総販売額の増加を目指す取組。
・高品質安定生産に向けた栽培技術指導への取組を
行う。

総販売額の
10％以上の

増加
【12.2％増

加】

411,886,000
円

50.87
果樹

1,564,25
7

販売単価は昨年度より下
がってしまったものの、
面積も当初より増えたこ
とで出荷量を増やすこと
ができ、販売額について
も目標を達成できた。
協議会としても高く評価
する。

当事業で導入したブー
ムスプレヤーや収穫・
選別機械等の活用によ
り栽培面積の拡大及び
適期管理が可能となっ
たことが生産量の増加
につながり目標を達成
できている。
引き続き品質向上に向
けた取り組みを継続す
ることで販売単価の増
加に取り組むよう指導
した。

180,700円
/10a

果樹
1,222,24

8

果樹
282

りんご
266

西洋な
し
312

りんご
261

西洋な
し
317

りんご
1.019

西洋な
し

0.984

345,655
,219円

販売精算書などに
より検証

-132.2%

光センサー導入により、
高品質出荷、商品の差別
化による販売単価向上に
取り組むことができた。
しかし、りんごは黒星病
の影響で生産者が出荷で
きる数量が少なくなり、
ラ・フランスは降雹被害
の影響から製品化率が低
下したことで販売額減と
なり、達成率が低かっ
た。適期防除、気候変動
対策を徹底して行い、製
品化率の向上を図るよう
指導した。病害虫予防の
ワークショップを２月に
開催し、技術・情報の共
有を図った。また、若手
生産者を中心に個別指導
を行い、栽培技術の向上
を図った。

事業による設備導入に
より、品質の向上にお
いては単価の向上とい
う点から一定程度の評
価はできる。しかし、
病害虫や気象災害に伴
う生産量の減少がそれ
を上回り、目標を大き
く下回る状況となって
いる。
生産量の向上に向けて
防除の徹底と栽培技術
の向上に向けた取り組
みを確実に行うことを
指導した。
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1603.4 8,790 302

確定申告書及び販
売伝票等の関係資

料による
-189.2%

78,203円
/10a

米沢地域
農業再生
協議会

2.5
大豆
4,448

販売額の
10％以上の

増加
【10.3％増

加】

24,222円
/10a

6.4

さくらん
ぼ

10,697

さくらん
ぼ

1,449

137
26,723円
/10a

104

米沢市
三沢、窪
田、六

郷、万世
地区

大豆

① 乾燥調製に係る高性能調製機械の導入による品質
の向上
② 作業受託等による作付面積の拡大
③小畦立て播種技術を実施するとともに排水対策の
徹底、畝間灌水による品質等級・収量の安定化

もも・す
もも

27,720

もも・す
もも
699

もも・す
もも
669

485千円/10
ａ

137

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,077

679千円/10a

導入した機械により品
質低下を防ぎ、排水対
策等を行ったことに
よって単収の増加や品
質の向上が図られ、成
果目標である「販売価
格の10%以上の増加」を
達成することができ
た。しかしながら、面
積及び出荷量が目標に
達していないため、自
社の範囲だけでなく作
業受託組織を吸収し面
積拡大を図り、出荷量
増加するように期待し
たい。

大豆
19,700

173 0.925
72,327円

/10a

青色申告決算書、
作業日誌等の数値
から算出

1923.4%

計画策定時は既存の作業
受託組織を吸収して面積
を拡大する想定だったが
うまくいかず、自社の範
囲での面積拡大に留まっ
た。
面積が計画ほど拡大でき
なかったため生産量も目
標には届いていないが、
導入した機械により品質
低下を防ぎ、排水対策等
により単収も向上させる
ことで農協以外の販路を
確立できている。
買上単価の高い農協以外
の販路により、計画以上
に販売額の増加ができて
いる。

2,482 0.667
17.8万円

/10a

本事業で機械を導入し
たことで作業を簡易
的、効率的に行うこと
ができるようになり、
面積拡大、出荷量の増
を実現できた。今後圃
場環境の改善が図られ
ることで、出荷量の増
加が期待される。

125

4

1.18
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
8,900

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
900

999千円/10a 1.18

果樹（も
も、すも
も）

スピードスプレーヤ―の共同利用により、適期防除
を行い作物の品質向上を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【10.5％増

加】

439千円/10
ａ

4.0
もも・す
もも

26,200

大江町地
域農業再
生協議会

2 本郷南山

もも：
0.828

すもも：
0.716

536千円
/10a

JA精算書による販
売額の検証

確定申告書及び販
売精算書の関係書

類により検証

大石田町
農業再生
協議会

2 大石田町
果樹（さ
くらん
ぼ）

雨よけ施設の導入による高品質安定生産での収量増
加、担い手への園地の集積、労働力の確保、栽培方
法の普及・徹底

販売額の
10％以上の

増加
【10.1％増

加】

22.0万円
/10a

6.4

さくらん
ぼ

9,713

作業機械の導入により、
作業の簡易化が可能とな
り栽培面積を拡大ができ
た。現状では湿害対策等
の課題があるため、圃場
環境の改善に努めること
で更なる出荷量の増加が
見込まれる

真室川町
農業再生
協議会

1
真室川町

全域
露地野菜
（にら）

・ﾏﾆｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞの導入により堆肥を施用し水田転換畑
の土作りを行なう。
・野菜全自動播種機による良質の苗生産、葉野菜類
移植機による適期定植により、株養成期間を十分に
確保し、安定した生育と収量を確保する。
・結束機を導入して効率的な調整･出荷を行なう。
・予冷庫を導入し、品温上昇を防ぎ、鮮度を保持し
た高品質なにらを出荷する。
・結束機の追加導入、横型ピロー包装機、コンプ
レッサーを新規に導入し、適期収穫したにらを効率
的に調整･出荷する。
・パワーカートを導入し、圃場での運搬作業の省力
化を図り、効率的に調整･出荷する。
・ﾏﾆｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞを追加導入し、水田転作畑の土づくり
を行う。
・ハンマーナイフモアを導入し、圃場の除草から、
適切な作付地管理を行う。

販売額の10％
以上の増加
【11.5％増

加】

81.8万円
/10a

29.99
にら

543,728

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
10,394

441.8%

出荷量及び販売額の目標
を大きく達成している。
市場の評価も高く、販売
単価も高いことから、今
後のさらなる産地化に期
待したい。

舟形町農
業再生協

議会
2

舟形町
全域

アスパラ
ガス

アスパラガス産地の形成の推進
① 作付面積拡大と栽培技術の向上で低コスト化を図
り、農業所得の向上を目指す。
② うね整形機の導入によりマルチ作業を効率的に行
い、低コスト化を図る。
③ 長期栽培に耐えうる支柱と潅水設備の導入によ
り、安定した収量を確保する。

販売額の
10％以上の

増加
【13.2％増

加】

600千円/10a 0.38
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
2,115

最上町
全域

にんにく

新規取組者が多い中で
はあったが、町、JAの
丁寧な指導のもと、出
荷量及び販売額は目標
値を大きく上回った。
今後も更なる産地化が
期待される。

所得税青色申告決
算書、営農計画書
等により生産コス
トの削減を検証す

る。

12.8%

にらの大規模団地化形成
に取り組むなど経営規模
拡大に向け努めているも
のの、異常気象（台風や
夏場の小雨による干ば
つ）の影響等を受け、実
績が伸び悩んでおり、高
い目標達成には至ってい
ない。
　生産量・出荷量を伸ば
すため、明渠や堆肥マル
チ等の設置など気象条件
に左右されない圃場作り
や病害虫防除等の徹底を
呼びかけるなど、地域関
係者が一体となり、指導
及び支援体制を強化し目
標達成に向け努めてい
く。

1,182 1,243 0.951
949千円
/10a

所得税青色申告決
算書、営農計画書
等により生産コス
トの削減を検証す

る。

①自走ブレンドソワー（肥料散布機）の導入による
施肥の効率化と均一化を図り、生産規模拡大と収量
増加を図る。②平高マルチ（マルチロータリー）の
導入による定植準備作業の効率化と省力化により生
産規模の拡大と出荷量の増加による産地強化を図
る。

販売額の
10％以上の

増加
【28.4％増

加】

169千円/10a 1.1

にんにく
1,991

水稲
3,318

最上町農
業振興協

議会
5

9,972千
円/10a

事業実施主体の構
成員の決算書の販
売額実績により検

証確認する。

鮭川村農
業再生協

議会
2

鮭川村、
新庄市

施設花き
（バラ、
鉢物）

バラ・鉢
物

4,825,59
3

バラ・鉢
物
92

9,972千円
/10a

0.0%
9,474千円

/10a
3.88

バラ・鉢
物

3,927,55
2

574 2.047
472千円
/10a

青色申告決算書、
営農計画書により
販売額の増加を確

認する。

631.3%

26.6万円
/10a

6.4

にんにく
3,800

雨よけハウスの設置によ
り、品質向上による単価
上昇が図られたが、開花
期の低温で着果数が減少
したことで生産量が減少
し、目標達成に至らな
かった。
生産量の拡大を図るた
め、栽培技術の向上に継
続して取り組む。
また、ムクドリ被害で出
荷に至らなかった者もい
るため、防鳥対策につい
ても適切に実施する。

気象状況の影響によ
り、生産量が伸びず、
目標達成に至らなかっ
た。
取組状況としては、事
業効果として品質向上
につながり単価の向上
に表れていると考えら
れる。今後は生産量の
増加及び栽培技術に向
けた取り組みを継続し
て実施することを指導
した。
また、鳥獣被害に対し
ても適切に防止の取組
みを行うよう指導し
た。

87.8万円
/10a

38

670千円/10a

もも：
400

すもも：
552

にんにく
1,100

・本事業における暖房設
備や二重被覆の導入が、
鉢物の生産量の増加、ハ
ウスの温度管理の改善に
つながった。
・バラの生産量減少につ
いては、病害発生が要因
となった。
・病害対策の徹底、需要
期に合わせた出荷によ
り、安定出荷を図ってい
く必要がある。

バラ・鉢
物

4,295,99
4

バラ・鉢
物
94

3.88

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,134

・本事業での暖房設
備・二重被覆の導入が
鉢物の生産量・単価の
向上、ハウスの温度管
理改善・経費節減につ
ながっている。
・バラの生産量減少に
ついては、病害の発生
が要因となった。今後
の病害対策の徹底を図
り、安定的な経営を行
えるよう改善に努めて
いただきたい。

にら
451

91.2万円
/10a

41.75
にら

822,118
にら
463

にら
678,469

にら
492

517 547 0.945
83万円
/10a

131

団地化計画参画地域を
中心に面積・収量は増
加してきているが、目
標達成には至らなかっ
た。目標達成に向けて
計画的に農地集積を進
めるとともに、収量増
に向けて、明渠や堆肥
マルチ等、気象変動に
左右されない圃場づく
り、病害虫防除の徹底
を図る必要がある。関
係者が一体となった園
芸団地化支援チームを
中心に今後も指導を行
う。

1.048

軽量鉄骨ハウスのビニール被膜を１重から２重にす
ることにより、花きの生産にかかすことのできない
温度管理と日照不足を改善し、より高品質・生産量
の向上を図る。さらに、ハウス暖房機を導入するこ
とにより、冬期間鉢花ベンチを活用し、新たな品目
を生産することにより、販売額の向上を図る。ま
た、地下水用の土砂機を導入することにより、潅水
効率の向上させ、品質の向上を図ることにより、販
売額の向上に向ける。

販売額の
10％以上の

増加
【14.3％増

加】

バラ・鉢
物
90

11,399千円
/10a

3.88

1,6558,991 1,897

にんにく
1,090
水稲
208

217千円/10a 1.7
にんにく
3,213

にんにく
1,150

230千円/10a 1.81 1,175

さくらん
ぼ

1,449

24.22万円
/10a

210.9%

本事業により適期防除を
実施し、出荷できる品質
を確保したことにより販
売量を増加させることが
できた。あわせて町独自
のすもも産地化に対する
取り組みにより出荷量が
増加している。南山研究
会に対しては販路の拡
大、後継者の確保や果樹
の改植等の取組に対して
支援を継続していきた
い。

本事業により適期防除
が実施され、商品とし
て出荷できる量が増加
し、目標を達成するこ
とができた。
今後は、産地の維持拡
大と単価の向上のため
に、販路拡大や後継者
育成等を実施するよう
に指導した。

6.1 86,400 473

もも：
331

すもも：
395
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さくらんぼ
1,655
ぶどう
627

西洋なし
312

さくらんぼ
2,482
ぶどう
773

西洋なし
317

さくらんぼ
0.667
ぶどう
0.811

西洋なし
0.984

226

95,509,749
円

さくらんぼ
55,130,952
ぶどう

35,897,661
西洋なし
4,481,136

取組主体ごとの確
定申告書等を基に
現状の販売額と目
標年度の販売額を

比較する。

-7.6%

1.19

2043.6

南陽市農
業振興協

議会
2

南陽市
沖郷・赤
湯・梨
郷・漆
山・中

川、宮内
地区

果樹（さ
くらん
ぼ、ぶど
う、西洋
梨）

大豆

5 大塚

露地野菜
（スイー
トコー
ン）

①予冷庫導入による品質保持の取組。
②保管体制整備（冷蔵保管）による適期収穫の取組
（品質向上）。
③ロット拡大（朝採り、夕採り）による有利販売の
取組。

販売額の
10％以上の

増加
【166.7％増

加】

75千円/10a 2.0
スイート
コーン
6,000

①大豆コンバインの機能強化により、適期内収穫を
行い高品質大豆を生産する。
②小畦立て播種や弾丸暗渠技術を実施して湿害対策
を徹底し、収量を増加して販売額を向上する。
③ほ場の団地化による収穫作業を集約化し、コスト
削減を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【10.1％増

加】

53,336円
/10a

8.9
大豆

12,770

①雨よけ施設等の導入による生産性の向上の取組
②大規模化に向け、担い手への園地の集積や、労働
力の確保・調整、動力散布機導入により共同防除体
制の構築
③高品質化による市場販売単価の向上に加え、直売
店での販売など高値販売が可能な販路開拓
追加①冷蔵庫導入による品質保持の取組
【本事業以外の取組】
山形県版ＧＡＰの取組

総販売額の
10％以上の

増加
【18.4％増

加】

96,860,925
円

12.71
6

さくらん
ぼ

 25,119
ぶどう
63,130

西洋なし
10,912

販売額の
10％以上の

増加
【14.2％増

加】

15
大豆

22,890
大豆
385

35,656円
/10a

37.9
えだまめ
154,386

えだまめ
653

16.2万円
/10ａ

3
スイート
コーン
14,000

14.68
6

さくらん
ぼ

33,041
ぶどう
60,317

西洋なし
12,154

さくらん
ぼ

1,911
ぶどう
690

西洋なし
477

134,362,755円 14.776

200千円/10a

白鷹町農
業再生協

議会
1

蚕桑・鮎
貝・十

王・東根
地区

58,739円
/10a

26.6万円
/10a

えだまめ
633

さくらん
ぼ

1,871
ぶどう
648

西洋なし
450

114,720,000
円

スイート
コーン
125

大豆
387

　雨よけ施設や冷蔵庫等の導入によ
り、高品質安定生産が可能となり、
また、樹園地の流動化対策として、
関係機関が調整し、担い手への園地
の集積を図っている。労働力につい
ては、シルバー人材センターで、取
組主体が講師を務め講習会を開催す
るなどして、確保・調整を行った。
本事業以外の取組である山形県版Ｇ
ＡＰについては、取組主体が今年度
申請中であり、農産物の安全性や持
続可能な供給に向け動いている。
　以上のことに取り組んでいるもの
の、成果目標は未達となった。その
最大の要因は、気象変動の影響によ
る収量・品質の低下である。3月か
ら4月の降霜による雌ずいの枯死が
あった。早急に園地で火をたくなど
の対応をとり、ある程度の収量減緩
和はできたものの、すべての被害を
防ぐことはできなかった。
　取組主体には、気象条件に左右さ
れない栽培管理の徹底を図り、成果
目標の達成に向けて取り組むよう指
導した。

 本事業を活用して資材
や機械を導入したこと
で、一定の効果はあっ
たものの、栽培管理の
不足等により、成果目
標は未達となった。
　今後は、摘果や春先
の凍霜害対策を徹底す
る等、成果目標の達成
に向けて取り組むよう
指導した。

0.5
スイート
コーン
142

269
71千円
/10a

確定申告書や販売
伝票により販売額

を確認する。
-3.2%

　予冷庫での低温管理によ
り、品質保持が可能となっ
たことから、品質は向上し
たが、単価が下落し、経費
を差し引くと所得がほとん
ど残らないため、販売先を
地元産直施設等に変更し、
地元の需要に合わせた面積
での栽培に切り替えたこと
で栽培面積が減少し、実績
が現状を下回った。
　令和2年度は15aほどの作
付けとなっており、面積要
件の1haに満たないことか
ら、令和3年度は、1ha以上
作付けして地元産直等を中
心に販売し、今後の情勢を
見ながら更なる面積の拡大
を検討していくよう指導し
た。
　また、実施主体との情報
交換等の連携を密に有利販
売につながるよう支援して
いくことを確認した。

　本事業で導入した色彩選別機により、作
業労務の軽減と労務費が削減し、冷蔵庫に
ついては収穫後の早期予冷による品質保
持・良食味確保が可能となった。また、ト
ラクターアタッチメント式ハーベスターに
ついては、自走式ハーベスターの2～3倍の
収穫効率であり、機械利用の混雑緩和と適
期収穫に威力を発揮している。
　事業活用による一定の効果が見られるも
のの、平成29年度は、長雨・日照不足によ
る収量減・品質低下、また、他産地との競
合による価格低下が発生した。平成30年度
は、有利販売のための長期出荷・計画出荷
を行い、早生品種は高値で推移したが、夏
場の高温の影響で収穫を断念する圃場も
あった。
　令和元年度は、天候不順により出荷時期
が遅れた他産地と競合したため、単価が下
がり、また、高温干ばつの中で灌水が実施
できなかった圃場もあり、実績が現状を下
回った。
　次年度は、水田フル活用ビジョンにおけ
る、重点振興作物として更なる栽培面積の
拡大と栽培技術向上（生育ステージに合わ
せた栽培講習会の開催）による良品質枝豆
生産（製品率向上）に取り組む。また、色
彩選別機活用による人件費等の経費削減や
市場流通の強化による販売単価の確保・新
たな枝豆利用の開発に努めながら、生産者
の所得率向上を目標に取り組む。さらに
は、土地改良区等の関係機関と連携しなが
ら、必要に応じた灌水対策を実施する。

23.3万円/10
ａ

25.0
えだまめ
92,977

18.7万円
/10ａ

確定申告書の写し
等で確認する。

-139.4%

出荷・生産伝票、
確定申告書により
販売額を確認す
る。

-377.4%

　当組織は、大豆の作業を受託し販売権を
一本化する集落営農組織として設立された
が、平成31年1月からスタートした収入保
険制度への加入に伴い、特定農作業委託者
のうち「青色申告」をしている者が、一部
農作業委託となり販売権を個人に戻した
（9名→6名）ことにより組織全体の販売額
が減少した。（青色申告が加入の条件）
　また、湿害対策の徹底（100％実施）に
より単収は向上したが青大豆の取引先であ
るＪＡ山形おきたまにおいて、在庫量が飽
和状態であり、買取り額が計画策定時から
下落していることで目標未達となった。
　今後は、価格が下落している青大豆の作
付調製を行いつつ、一部農作業受託分を営
農面積に組み込めるような話し合いの実施
や、新規特定農作業受託者の確保に向けた
地域との話し合いを実施しながら目標達成
に向けて支援する。
　なお、当組織は特定農作業委託者は減少
しているものの収穫作業については一定量
受託しているため、作業料金等により組織
経営は安定している。

単収は現状より増加し
たものの販売価格の低
下から、成果目標であ
る「販売10％以上の増
加」を達成することが
できなかった。今後は
販路の拡大や現在栽培
している紅大豆の収量
の増加により販売量の
増加を行い、また農作
業受託分を営農面積に
組み込み面積拡大、ま
た新規特定農作業受託
者の確保を進めること
で組織全体の販売額の
増加に向け、引き続き
目標達成に向けて取り
組むように指導した

32,943円
/10a

　令和元年度は、高温
干ばつの影響で灌水が
実施できなかった圃場
があり、実績が現状を
下回った。
　高温干ばつ被害は、
近年頻発しているた
め、今後は、圃場の灌
水対策をはじめとした
災害等に負けない栽培
管理を行い、引き続き
成果目標の達成に向け
て取り組むよう指導し
た。

528

6,180
川西町農
業再生協

議会
6 吉島

60千円/10a 2,500 120

160 173 0.925

38.7 118,816
露地野菜
（えだま
め）

①収穫作業の短縮、適期収穫による品質の安定化・
廃棄ロスの削減を図るため、収穫機を導入する。
②大規模化に向けた、担い手への園地の集積や、労
働力の確保・調整、共同防除体制の構築。
③水田農業の複合化に向けた取組みを推進し、出荷
量を伸ばす。
（新規）
④選別作業の徹底及び選別能力の向上により、出荷
品質の高位安定化と人件費の削減を図るために、色
彩選別機を導入。
⑤選別作業の能力向上に伴い、えだまめ作付面積を
拡大。
⑥面積の拡大を推進する上で作業の効率化等を図る
ため、団地化に誘導。
⑦生産量増加が見込まれるため、予冷庫の整備を行
い、品質・食味の高位平準化と安定出荷を目指す。
⑧えだまめ収穫機（トラクターアタッチメント）導
入による収穫能力の向上と省力化を図り、生産を拡
大する。

　面積や収量の減少に
より、実績が現状を下
回っている。
　地域協議会に対し
て、引き続き、高品質
生産を維持するととも
に、面積の拡大によ
り、ロットを確保し、
有利販売につなげるこ
とや、高単価取引が可
能な販路を開拓する
等、成果目標の達成に
向けて取り組むよう指
導した。

さくらんぼ
 36,300
ぶどう
 66,362
西洋なし
 11,000

さくらんぼ
 2,277
ぶどう
 667
西洋なし
 414

川西町農
業再生協

議会

707 613 1.153
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91.0万円
/10a

1.4
メロン
33,530

醸造用ぶ
どう
6585

いちごについて近年、気
温の高い時期が変わって
きており、収穫期や収
量・品質に影響を及ぼし
ている。
トマトは夏の高温の影響
で腐敗果、障害果が出て
収量が落ちた。夜冷栽培
に問題が発生し、対策を
したが効果がなかった。
処理の時期や、期間を検
討し、新たな対策をも検
討する。
それ以外の品目について
はパイプハウスの導入
や、堆肥散布機などの導
入により、生産量の増加
と高品質化に効果があっ
た。

取組主体１名について、
対象面積の半分程度が新
たに植栽した園地であ
り、摘房による養成を
行ったことから収穫に
至っていない。
今後、養成の成果が発現
する見込みであり、引続
き適切な栽培管理を行う
よう指導した。

取組主体ごとの確
定申告等を基に平
成28年度の販売額
と目標年度の販売
額を比較する。

-288.0%

ユリ、カ
ラー
185

4.89
ストック
1,008,55

0

4,799千円
/10a

1,121千円
/10a

ユリ、カ
ラー
175

3,838千円
/10a

2.51

販売伝票の突合に
よる販売額の検証

426.7%

メロン
26,040

メロン
466

醸造用ぶ
どう
361

9.8万円/10a 1.26

販売伝票の突合に
より確認する。

-14.8%

199

安定的な生産と前々日出
荷による高価格維持、暖
冬による出荷の長期化に
より、販売額が増額し
た。

カラー、ユリの市場価格
低迷と、カラーの球根の
状態が悪かったため、出
荷数量が減少した。
可能な限り、新球根を購
入し、次期作に取り組
む。

1,133千円
/10a

93 90 1.033

今後の栽培にあたって
は農業技術普及課等と
連携して、収穫量増加
に向け、適切な栽培技
術管理を行うよう指導
していく。

5.18
野菜

180,288
野菜
326

400 0.990
1,078千
円/10a

3,740

導入した機械により単
収の増加や品質の向上
が図られ、成果目標で
ある「販売価格の10%以
上の増加」を達成する
ことができた。

今後の栽培にあたって
は酒田農業技術普及課
等と連携して、夜冷栽
培技術の習得と、処理
の時期や期間の検討を
踏まえ、徹底した栽培
管理を行うよう指導し
ていく。

2,703

85.4万円
/10ａ

取組主体ごとの確
定申告等を基に平
成28年度の販売額
と目標年度の販売
額を比較する。

-61.5%269

ストック
811,710

6.9
2,144千
円/10a

販売伝票の突合に
より確認する。

-176.3%

219

396

273

2,533千
円/10a

白鷹町農
業再生協

議会
3.3

品質改善と収穫量の増加を目指しハウス用温風機を
導入する。

販売額の
10％以上の

増加
【10.0％増

加】

鶴岡市農
業振興協

議会
7

鶴岡市
七窪

メロン

3.3

酒田市農
業再生協

議会
5 袖浦

ユリ
カラー

パイプハウス資材及び機械導入による生産量の増加
と、品質の向上を図る

販売額の
10％以上の

増加
【25.0％増

加】

酒田市農
業再生協

議会
4

浜中・袖
浦

なす、メ
ロン、い
ちご、ト
マト・ミ
ニトマト

パイプハウス資材及び機械導入による生産量の増加
と、安定的な生産体制の確立

販売額の
10％以上の

増加
【26.0％増

加】

5.41
野菜

155,268
野菜
710

3.57
ユリ、カ
ラー

481,215

酒田市農
業再生協

議会
3 浜中

施設花き
（ストッ
ク）

パイプハウス及び資材導入による生産量の増加と、
安定的な生産体制の確立、需要期に合わせた栽培計
画の構築
パイプハウス資材及び機械導入による生産量の増加
と、品質の向上を図る

販売額の
10％以上の

増加
【17.6％増

加】

鶴岡市農
業振興協

議会
8

鶴岡市
朝日

果樹（醸
造用ぶど
う）

降雨による実割や腐敗を軽減し、高品質生産に向け
た積雪対応型の棚一体型雨よけ施設の導入

販売額の
10％以上の

増加
【14.7％増

加】

1,445千円
/10a

※H26-H28平
均

1,700千円
/10a

メロン
380

2,461千円
/10a

3.31

1.6
メロン
42,128

醸造用ぶ
どう
3450

醸造用ぶ
どう
357

19.5万円
/10a

ストック
69.8

5.79
ストック
1,215,90

0

ストック
80.9

1,412千円
/10a

6.03
野菜

197,182
野菜
779

0.985

高温の影響で正品率が低
下し、出荷量が現状年を
下回っている。
栽培管理を徹底し、出荷
量を確保するよう指導し
た。

今後の栽培にあたって
は農業技術普及課等と
連携して、灌水の準備
等、高温渇水に備えた
対策を徹底し、栽培技
術管理を行うよう指導
していく。

ユリ、カ
ラー

911,900

ユリ、カ
ラー
180

2,004千円
/10a

ストック
100

ユリ、カ
ラー

748,478

86.6万円
/10a

1.4
メロン
380

醸造用ぶ
どう

12,500

醸造用ぶ
ど

う240

今後の栽培にあたって
は酒田農業技術普及課
等と連携して、出荷量
増加と品質苦情のた
め、カラー栽培では新
球導入割合を高め、適
切な栽培技術管理を行
うよう指導していく。

本計画に
おける醸
造用ぶど
うは、実
需者との
相対取引
であり、
販売額が
市場価格
に左右さ
れないこ
とから、
産地生産
基盤パ
ワーアッ
プ事業実
施要領第
16の2のた
だし書き
の規定に
より、価
格補正は
行わない
ものとす
る。

100.1万円
/10a

3321.22
17.0万円
/10a

0.72

1.8万円/10
ａ

　収穫量が増加し、導
入した機械による防除
作業及び管理作業の効
率化が図られているも
のの、鳥獣被害や生育
不良により収量が確保
できず、販売額の実績
が現状を下回った。
　電気柵の設置等の鳥
獣被害対策や品種の変
更等の対策も行ってい
るが、引き続き、成果
目標の達成に向けて取
り組むよう指導した。

実需者と
の契約栽
培を行っ
ており、
予め価格
を固定し
ているた
め、価格
補正は行
わない。

決算書等の写しで
確認する。

-78.0%

H29に植付した品種も本格
的に収穫が始まり、導入
した機械等を活用し、防
除作業及び管理作業の効
率化が図られている。し
かし鳥獣（タヌキ、ハク
ビシン等）による被害が
多いこと、また甲州
（白）が土壌に合わず生
育が良くなかったことか
ら収量が伸びず、現状よ
り単収が下がった結果、
目標を達成することがで
きなかった。対策として
令和２年度、中山間地域
所得向上支援事業交付金
を活用し、電気柵を設置
するほか、品種も変更す
ることとしている。

186 1.070

3 鷹山地区
果樹（醸
造用ぶど
う）

①中心的な経営体（ホワイトイーグルス）への農地
集約・集積による栽培面積の拡大（3.3ha）。
②機械導入による防除及び管理作業の効率化・省力
化。
③雨よけ用棚・垣根の導入による、醸造用ぶどうの
高品質安定生産。
④サントリーワインインターナショナル株式会社と
の契約栽培。

販売額の
10％以上の

増加
【82.0％増

加】

5.0万円/10a 0.2
醸造用ぶ
どう
506

醸造用ぶ
どう
200

9.1万円/10a



H
28

ha kg
円
/
㎏

H
31

ha kg
円
/
㎏

R1 ha kg
円
/
㎏

円
/
㎏

円
/
㎏

H
28

ha
kg
/1
0a

H
31

ha
kg
/1
0a

R1 ha
kg
/1
0a

円
/
㎏

円
/
㎏

円
/
㎏

機械導入の効果もあ
り、結果として単位面
積当たりの販売額は向
上しているが、今後の
栽培にあたっては酒田
農業技術普及課等と連
携して、出荷量増加に
向け、適切な栽培管理
と労力配分を行うよう
指導していく。

販売伝票の突合に
より確認する。

-85.4%1,039

今後の栽培にあたって
は酒田農業技術普及課
等と連携して、茎枯病
等の防除対策を徹底
し、施肥や立茎等の適
正な栽培管理を行うよ
う指導していく。

264千円/10a

143,376千円
128,713
千円

1,157 0.8987.7
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
103,266

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,388

平成29年度の病害の影響
が続いていることは残念
だが、作付け面積が増加
し、販売促進や高品質維
持に努めている。

13.4

アスパラ
ガス

パイプハウス資材及び機械導入による生産量の増加
と、安定的な生産体制の確立

総販売額の
10％以上の

増加
【12.0％増

加】

143,367千円 6.6

だいこん
5,350
ねぎ
2,722

64.7

大根
111

露地ねぎ
375

大根
73

露地ねぎ
319

大根
1.521

露地ねぎ
1.175

販売伝票の突合に
より確認する。

111.3%

大根は販売先が安定して
おり、品質、収益が上
がったが、ねぎについて
は、収穫機の効果は非常
に大きかったが、それ以
前の時期にメロン栽培に
人手がかかり、ネギの定
植等の調整作業ができな
かた。会長の不祥事によ
り、3月以降農作業ができ
ない状況にある。構成員
の事業継続について、相
談することを指導してい
る。

361千円
/10a

353千円/10a

7.17
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
120,986

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,327

酒田市農
業再生協

議会
7 浜中

露地野菜
(だいこ
ん、ね
ぎ）

農業機械導入による生産量の増加と適期収穫による
高品質化を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【25.2％増

加】

酒田市農
業再生協

議会

17.1

だいこん
4,500
ねぎ
2,165

160,517千円

282千円/10a 13.7

だいこん
5,225

ねぎ
2,604

- -

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
108,356

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,323

6 袖浦



（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

H
28

ha kg kg
H
31

ha kg kg
H
31

ha kg kg

総生産量又は

成果目標

都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年
度

面積 面積 総生産量又は 契約取引量

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

総出荷量 総出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容 契約取引量 年
度

地域協議会等の評価年
度

面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量

3614
22,382,8

43
9,944,90

4

Ｈ30年産に
おける契約
栽培の取扱
量の割合

54.5％

H30年産の販売契約
書及び販売実績に
より検証する。

4250

山形県鶴
岡市のう
ち旧鶴岡
市、旧櫛
引町、旧
藤島町、
旧朝日
村、旧立
川町、旧
余目町、
旧温海
町、三川
町、酒田
市のうち
旧酒田
市、旧松
山町地区

水稲

・水稲育苗施設の取扱処理量の拡大に伴い浸種水槽
を増設して機能強化し、催芽種子、苗の安定供給を
図る
・育苗作業の共同化及び取扱処理量の拡大に伴う効
率化による農業者の労働負担の軽減を図る
・安価な資材等への変更や育苗作業体系の効率化に
より施設運営コストの圧縮を図る
・産地全体で環境に配慮した作型の拡大（水稲育苗
センターで実施している温湯消毒の取扱処理量の増
加に伴う特別栽培等を実施する農家数の増加）を図
ることで環境保全型農業の取組みを推進し、契約栽
培の増加につなげる

契約栽培の
割合の10％
以上の増加
かつ50％以

上
【10.1％増

加】

Ｈ27年産に
おける契約
栽培の取扱
量の割合

44.4％

都道府県
平均達成

率
93.8% 総合

所見

　対象地区４３件のうち未達成が２３地区あり、特に野菜において未達成地区が多かった。
　水稲においては、土地改良事業による作付面積の減や機械の修繕費等による経費の増で、目標達成に至らない地区があったことから、単位面積当たりの労働費の削減や生産コストの削減の指導をしていく。
　大豆においては、連作障害対策等によるコスト増や価格の下落で目標達成に至らない地区があったことから、適期作業、適期防除を徹底して薬剤費や人件費の経費削減や高価格品種の収量の増加や面積拡大に取り組むよう指
導していく。
　果樹においては、高温・渇水のため生産量が減少し目標達成に至らない地区があったことから、気象災害の影響を抑えるため、高温対策の徹底を指導していく。
　野菜においては、病害・降雹・鳥獣被害のため生産量が減少し目標達成に至らない地区があったことから、病害対策の徹底や鳥獣被害対策を指導していく。
　花きにおいては、海外産との競争による需要低下や病害の発生による生産量の減少で目標達成に至らない地区があったことから、新たな販路の開拓や生産計画の見直しを指導していく。

24,882,0
45

13,561,5
89

Ｈ30年産に
おける契約
栽培の取扱
量の割合

54.1％

-
23,044,2

00
12,463,2

47

契約栽培の割合は着実に増
加しており、目標値には僅
かに届かなかったが、概ね
目標を達成できた。

鶴岡市農
業振興協
議会

6 96.0%

目標指標の契約栽培の取扱
量の割合は、H27年産
44.4%、H28年産45.0%、H29
年産53.5%、H30年産54.1%
と着実に増加してきたが、
目標値の54.5%にはわずか
に到達できなかった。
事前契約の取組を着実に重
ねていることから、今後の
目標達成が期待できる。


